
会期

2015.8.29［土］…▶9.23［水］
会期中無休

開場時間

午前10：00…▶午後5：00
会場

旧所沢市立
第2学校給食センター
〒359-0002 埼玉県所沢市中富1862-1

入場無料

［参加美術作家］

石井友人

伊藤誠

遠藤利克

利部志穂

喜納洋平

構想計画所

篠崎英介

白川昌生

末永史尚

五月女哲平

多田佳那子

津田道子

土屋貴哉

戸田祥子

冨井大裕

戸谷成雄

中山正樹

保坂毅

水谷一

百瀬文

吉川陽一郎

ISHII Tomohito

ITO Makoto

ENDO Toshikatsu

KAGABU Shiho

KINA Yohei

CONCEPTUAL ARCHITECT

SHINOZAKI Eisuke

SHIRAKAWA Yoshio

SUENAGA Fuminao

SOUTOME Teppei

TADA Kanako

TSUDA Michiko

TSUCHIYA Takayoshi

TODA Shoko

TOMII Motohiro

TOYA Shigeo

NAKAYAMA Masaki

HOSAKA Takeshi

MIZUTANI Hajime

MOMOSE Aya

YOSHIKAWA Youichiro

ABE Mayumi

ARAKAWA Toru

AWATA Daisuke

ISHIKAWA Takuma

ISHIZAKI Takashi

INOUE Yukiji

UMEZU Gen

O JUN

KATSUMATA Ryo

SUMITOMO Fumihiko

TAKASHIMA Shinichi

TAKAHASHI Eijiro

TANAKA Koki

TANI Arata

NARIAI Hajime

NOSE Yoko

HASHIMOTO Satoshi

HIRAI Ryoichi

MAEYAMA Yuji

MAJIMA Tatsuo

MASUDA Tomohiro

MINEMURA Toshiaki

MORI Keisuke

［参加執筆者］

阿部真弓

荒川徹

粟田大輔

石川卓磨

石崎尚

井上幸治

梅津元

O JUN

勝俣涼

住友文彦

高嶋晋一

高橋永二郎

田中功起

谷新

成相肇

能勢陽子

橋本聡

平井亮一

前山裕司

眞島竜男

桝田倫広

峯村敏明

森啓輔

美術作家と批評家による第5回自主企画展
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会場：旧所沢市立第2学校給食センター
〒359-0002 埼玉県所沢市中富1862-1

Gバスと徒歩で行く

西武新宿線「航空公園駅」東口より1番乗り
場、西武バス「航空公園駅」より、所20─3系統
「並木通り団地行き」または、新所03系統「新
所沢駅東口行き」をご利用頂き、「並木通り団
地入口」で下車。バス停から徒歩で400m程。
県道56号線をバスの進行方向に直進し、ひと
つめの信号を右折。200m程直進すると、左手
に会場に入る門があります。

G最寄り駅からタクシーで行く

西武新宿線「航空公園駅」東口よりタクシーで
15分前後（料金：1200円程度）です。

G車で行く─1

関越自動車道の所沢ICより約30分。国道463

号線（浦和所沢バイパス）を入間方面へ進み
東新井町交差点を三芳町方面（県道56号線）
へ右折。約15分走り、道路右側のヤオコーを過
ぎた次の交差点を右折。200m程直進すると、
左手に会場に入る門があります。

G車で行く─2

入間方面より国道463号線（浦和所沢バイパ
ス）を関越自動車道の所沢IC方面へ進み、東
新井町交差点を三芳町方面（県道56号線）へ
左折。約15分走り、道路右側のヤオコーを過ぎ
た次の交差点を右折。200m程直進すると、
左手に会場に入る門があります。

［会場へのアクセス］

GMAP

＊会場には駐車スペースがあり、お車でのご来場が可能ですが、駐車可能台数に限りがございます。予めご
了承下さい。＊会場には空調設備がございません。また、会場敷地内には自動販売機など、水分補給出来る
環境が整っておりませんので、ご来場には熱中症などを防止する為、暑さ対策を行って下さい。予め水筒や
ペットボトル飲料をご持参いただければと思います。＊本展覧会では、使われていなかった工場を作家達の
手で整備し、会場として使用しています。不便な点もありますが、作家達による手作りの表現空間を楽しんで
いただければと思います。

引込線2015実行委員会事務局
〒359-0038 埼玉県所沢市北秋津654-23（戸谷成雄）
公式ホームページ: http://hikikomisen.com
Twitter: hikikomisen　Facebook: hikikomisen
問合せ先─Eメール: info@hikikomisen.com

学園通り

国土交通省
航空交通
管制部

文化センター
ミューズ

マクドナルド

リンガーハット

航空管制部前

並木通り団地前

ぶどう園

旧所沢市立
第2学校
給食センター

ガスト

ヤオコー
トイザらス

日高屋

中富民俗
資料館

サンクス
華屋与兵衛

所沢市役所

所沢警察署

所沢市立
中央中学校

所沢市立
並木小学校

国道463号

県
道
56
号

西
武
新
宿
線

東
口

所
沢
駅a 所沢IC a

a
新
所
沢
駅

航
空
公
園
駅

東新井町

並木通り団地入口

会場



参考：バス時刻表［西武バス］

［引込線2015書籍について］［開催にあたって］

［ボランティア募集］

［ゼミナール給食センター及びイベント］

行き［航空公園駅発］
G並木通り団地行き
「S」マークは「新所沢駅東口行き」です。

平日
9 04 S 15 27 S42 53

10 08 18 27 36 47
11 00 S13 S24 36 46 57
12 09 28 44 52
13 06 S16 26 36 47 58
14 08 S16 S28 50
15 04 20 35 S47
16 01 S18 38 58
土曜・日祝日

9 05 20 35 50
10 05 20 35 50
11 05 25 45
12 05 20 35 50
13 05 25 45
14 05 20 35 50
15 05 25 45
16 05 20 35 50

帰り［並木通り団地入口発］
G航空公園駅行き
「T」マークは「所沢駅西口行き」です。航空公園駅
で停車後、所沢駅西口に向かいます。
平日

10 04 18 33 46 56
11 05 17 26 40 53
12 T 03 13 25 36 46 57
13 08 17 31 41 52
14 01 14 36 46
15 06 20 32 46 56
16 T 11 23 41
17 00 16 26 37 46 56
土曜・日祝日

10 09 26 41
11 01 16 T 31 46
12 06 26 46
13 01 21 41
14 01 16 31 46
15 06 23 41
16 01 T 16 36 56
17 16 31 46

「引込線 2015」では毎週末を中心に、会場内
イベントルームを使用し、ディスカッション、レ
クチャー、シンポジウム、パフォーマンスなどを
開催いたします。企画内容、日時ほか、詳細は
ホームページをご覧下さい。

aゼミナール給食センター

絵画の方法、あるいは絵画における自由
8月30日［日］ 
14:00～16:00

企画G石川卓磨
メンバーG荻野僚介｜額田宣彦｜丸山直文
司会G石川卓磨｜中村麗　
内容G絵画という長大な歴史をもったフィール
ドで、現在作品を作る意味とは何か。制作の
「法」を構築することとは何か。さらにそこから
見える世界とはいかなるものなのか。

近代彫刻について
9月5日［土］ 
15:00～16:30

企画G中山正樹
メンバーG谷川渥｜戸谷成雄｜中山正樹
内容G彫刻、立体、オブジェ、インスタレーション
などについて

タイトル未定（上演）
9月5日［土］ 
＊時間は未定（10時～15時の間）、場所は変更の可能性有り

企画G櫻井拓
メンバーG加納俊輔｜荒木優光
内容Gある一つの事象を扱い、「記録」と「再生」
についての考察を行う。

を突きつけられるのか。結果から疎外されてし
まう声に目を向け、制作にはどのような可能性
／危険性があるのかを議論する。

アトポスへの衝動
9月19日［土］ 
14:00～16:00

企画G前野智彦
メンバーG阿部真弓｜勝俣涼｜構想計画所
司会G前野智彦（構想計画所）
内容G「無い場所」を思考しているかのようにみ
える芸術的衝動とその現れ、あるいはそれら現
れの「場」の考察を試みる。

彫刻と建築 
─利部志穂の制作世界から
9月22日［火・国民の休日］ 
14:00～15:30

企画G阿部真弓
メンバーG利部志穂｜長島明夫｜峯村敏明
司会G阿部真弓
内容G利部志穂の作品世界、および「引込線」
展をめぐる対話

軽いって自由 
─ウルトラライトなスタイルとは
9月23日［水・秋分の日］ 
14:00～16:00

企画G土屋貴哉
レクチャラーG土屋智哉（ハイカーズデポ代表）
司会G土屋貴哉
内容G装備を極限まで軽くし、山を歩く。できる
だけ生身に近いスタイルになれば、自然との距
離も縮まる。80年代アメリカのロングトレイルス
ルーハイカーたちに端を発する「ウルトラライト
ハイキング」の思想は、近年日本でも徐 に々知ら
れるようになってきた。そこには、スタジオを持た

　「引込線」は、埼玉県所沢市に在住する数名のアーティス

トを発起人とした美術展です。2008年のプレ展より「所沢ビ

エンナーレ 引込線」として実施、2013年展以降「引込線」と

して開催する本展は今回で通算5回目となります。この展覧

会の企画を考えはじめたゼロ年代初頭、2001.9.11が圧倒的

なリアルを露呈させました。それは徹頭徹尾、物質的であり

重力の支配する地上的できごとでしたが、日本においては、

バーチャルな映像的世界としか実感できませんでした。美術

の状況も大衆的バーチャルイメージが氾濫し、美術市場も不

景気の煽りからそれらを積極的に取り上げました。これらの状

況を批判しつつも、私達にも確固とした「表現論」があるわけ

ではなく、批評の活性化こそが重要であるとの認識に至りまし

た。そして状況に左右されない「発表現場」の確保が急務で

あると。

　そこで「世代を超えた作家、著述者、観者による交通の場を

形成すること」を目的として2008年、本展を立ち上げました。あ

れから7年が経ちましたが、その間、2011.3.11東日本大地震、

大津波、福島原発のメルトダウン、それらの物質的、物体的リ

アルの露呈を目の当たりにし、圧倒され、恐怖し、自然との意

識関係の再構築を迫られました。私達の半身は、永久に自然

に内接して在ると。それが直接作品や批評に影響するかどう

かは、意見の分かれるところですが、バーチャルと現実の混在

状態に楔を入れる契機となったのではないかと思います。

　前回に引き続き本展会場となる旧所沢市立第2学校給食

センターは、現在、災害時用緊急物資、機材の保管庫として

使用されており、作品はそれら物資、機材と同居するかたちの

展示となります。展覧会会期中には、ディスカッションの場「ゼ

ミナール給食センター」を設け、ゲストや観者を交え議論を

深めたいと思います。また、最終的には展示作品の図版、コメ

ントと執筆者全員のテキスト及び、展覧会全体の記録を収め

た書籍を出版します。

引込線2015実行委員長

戸谷成雄

『Afterthought Enantiomorphic 
Chambers #3 ― Robert Smithson 
without Robert Smithson』
9月6日［日］ 
13:00～17:00

企画Gアート・ユーザー・カンファレンス
メンバーG井口雄介｜関貴尚｜成田輝｜西永
和輝｜橋本聡｜平倉圭｜松井勝正 ほか
内容G「ロバート・スミッソンなしのロバート・ス
ミッソン」プロジェクト。スミッソンが1965年に
制作し、その後破壊されてしまった《エナンチオ
モルフィック・チェンバーズ》を残された記録か
ら逆投影する形で立体化する。そこに対象とし
て再現された作品を、作り方と共に展示し、そ
の分析やディスカッションを行う。

1970年代論と現代
9月12日［土］ 
14:00～16:00

企画G遠藤利克
メンバーG谷新、平井亮一
司会G遠藤利克
内容G70年代は、西欧を規範とする前衛主義か
ら抜け出して、自前の足場を模索し始めた時代
だった。その模索が、現在の美術状況にもたら
したものは? 1974年に、『美術手帖』誌上で対
談形式の展評を展開された両氏に伺います。

ポイエーシス／ポリティクス
9月13日［日］  
14:00～16:00

企画G石川卓磨
メンバーG狩野愛｜河口遥｜趙純恵｜益永梢
子｜渡辺泰子
司会G石川卓磨
内容G制作はどのような政治的条件が突きつけ
られ、現在の政治的状況において、芸術は何

ず、大掛かりな制作のための道具も必要としな
いノマドな制作スタイルをとる、アート領域にお
ける動きとの共通点も感じる。そこで本イベント
では、ウルトラライトの基本思想、およびスルー
ハイカーたちの試行錯誤で培われた装備軽量
化のノウハウなどを、日本におけるウルトラライト
ムーブメントの第一人者である土屋智哉氏にレ
クチャーしてもらう。そこにはスタジオから外に出
る、すべてのアーティストたち、アートの現場、に
むけてのヒントが隠れているように思う。

a会場内のその他の場所でのイベント

行為のような演技をするということに 
間違いないだろう
8月29日［土］～31［月］ 
10:00～17:00

9月1日［火］｜8日［火］｜11日［金］｜15［火］｜18日［金］ 
休み

9月2日［水］｜9日［水］｜16日［水］ 
13:00～15:00

9月3日［木］～21［月］（上の日を除く） 
10:00～17:00

企画G吉川陽一郎
場所G2F廊下
内容G1時間ごとに作家自身による15分程度の
（様 な々）アクションがあります（ただし、他のイ
ベント開催中はアクションを中止いたします）。

パンと彫刻
9月22日［火・国民の休日］ 
13:30～13:50

企画G利部志穂
場所G屋外展示室、右側
内容G作家自身によるパフォーマンス

＊ 企画は今後も増える予定です。  
詳細はホームページをご覧ください。

展覧会、イベントと共に、引込線のもう一つの大
きな柱となっているのが書籍です。今回も、展
示作品の写真や、恒例の作家コメント、そして
執筆者の批評などを収録した書籍を刊行しま
す。刊行は2015年10月下旬～11月初旬頃を
予定しています。

a書籍の仕様（予定）
A5判並製／400頁程度を予定
（カラー＋モノクロ）
デザインG小沼宏之
編集G櫻井拓
撮影G加藤健
発行元G引込線実行委員会
予価G本体2,500円

「引込線 2015」展の会場にて、受付・監視等のお手伝いをして下さるボランティアの方を募集しま
す。活動内容、条件や待遇、応募方法などの詳細については、「引込線 2015」公式ホームページの
下記のページをご覧下さい。

ahttp://hikikomisen.com/2015/index.html#volunteer

これまでも「引込線」は、ボランティアの方 の々ご協力があって成り立ってきました。是非多くの皆様が
ご参加くださり、展覧会を一緒に作りあげることができれば幸いです。

［購入方法］

＊例年と同様、展覧会会期中に会場にて予約を受け付けます。予約された方には、書籍が完成し次第、 実行
委員会より発送いたします。＊また、書籍『引込線 2015』は刊行後、NADiff各店および、一般書店やミュージア
ムショップなどでの販売も予定しています。詳細は後日ホームページなどでお知らせします。

写真［見開き及び下部］＝撮影：加藤健

「行き」は航空公園駅から会場方面へ向かうバス、
「帰り」は会場方面から航空公園駅へ向かうバスです。

［参考］引込線 2013の書籍
『引込線 2013 works＋essays』

＊9月にダイヤ改正の可能性があります。引込線のウェブサイトをご確認下さい。


